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’
大
宝
元
年
三
月
ご
十一
日
始
め
て
新
令
に
よ
っ
て
官
名
位
を
定
め、
左
大
臣
E
広
式
多
治
真
人
嶋
に
E
E
ご
位
を、
大
納
言
E
広
参
阿
倍
朝

臣
御
主
人
に
E
従
ご
位
を、
中
納
言
直
大
壱
石
上
朝
臣
麻
呂・
直
広
壱
藤
原
朝
臣
不
比
等
に
正
五
三
位、
直
大
壱
大
枠
宿
禰
安
麻
呂・
直
広
式

紀
朝
臣
麻
呂
に
正
従
三
位
を
授
け、
ま
た
議
玉
十
四
人
諸
臣
百
五
人
に
位
号
を
改
め
爵
を
進
め
た。
ま
た
大
納
言
豆
従
二
位
阿
倍
朝
恒
御
主
人

を
右
大
臣
TC
し、
中
納
言
E
E
三
位
石
上
朝
臣
麻
呂・
藤
原
朝
臣
不
比
等、
E
従
三
位
紀
朝
臣
麻
呂
を
大
納
言
主
し、
中
納
言
の
官
を
廃
官
と

し
た
蹴

Q

と
れ
大
宝
令
の
施
行
で
あ
っ
て、
中
納
言
は
令
制
に
は
設
け
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で内
廃
官
7と

さ
れ
た。
公
一卿
補
任
に
よ
れ
ば、
と
の

主
き
中
納
言
で
あ
っ
た
も
の
は、
布
勢
朝
医
御”
主
人
・
高
市
朝
臣
麻
呂・
大
伴
宿
禰
安
麻
呂・
藤
原
朝
臣
不
比
等
・
石
上
朝
臣
麻
呂・
紀
朝
区

麻
呂
の
六
人
で
あ
句、
と
の
中、

高
市
麻
呂
が
左
京
大
夫
に
転
出
し、

大
伴
安
－麻
呂
が
散
位
7C
な
る
外
の
四
人
が
大
納
言
と
な
っ
て
ゐ
る
駄

慨。
続
一紀
に
よ
れ
ば
令
制
四
人
の
定
員
に
対
し
て
三
人
で
あ
り、
公
一卿
補
任
で
は
四
人
ξ
た
る。

続犯
で
は
と
の
日
既
に
大
納
言
で
右
大
臣
に＼

進
ん
だ
阿
倍
朝
臣
御
主
人
は、
公
卿
補
任
で
は、
と
の
年
五
月
五
日
に
中
納
言
に
任
C、
三
月
廿一
日
（
続
紀
甲
午
日）
に
大
納
言
に
進
ん
だ

之
主
に
注
っ
て
お
り、

大
伴
安
麻
呂・
藤
原
不
比
等
・
石
上
麻
呂・
紀
麻
呂
の
三
人
は、
，
三
月
十
九
日
中
納
言
に
任
じ、

同
日
従
三
位
に
叙

ウ審
議」
／
制
。
成
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し、
中
納
言
在．
官
三
ケ
日
に
し
て
大，
納一一一口
に
任
じ
た
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る。
続
紀
に
は、
一ニ
月
十
九
日
に
あ
た
る
壬
辰
の
条
に
は、
僧
弁
紀
を

還
俗
せ
し
め
て
姓
春
日
倉
首、
名
老
を
賜
拡
り、
追
大
壱
を
授
く
主
あ
っ
て、
叙
位
任
官
の
と
7ζ

は
な
く、
而
も
と
の
日
は
涯
ほ
旧
冠
位
制
が

行
は
れ
て
ゐ
た
と
之
を
示
し
て
ゐ
る。
ま
た
公
卿
補
佐
で
は
中
納
言
廃
官
の
日
に
松
左
京
大
夫
主
註
っ
た
高
市
麻
呂
の
従
三
位
は
残
後
の
贈
位

で
あ
っ
て、
大
宝一
冗
年
当
時
は
従
四
位
上
で
あ
っ
て、
続
紀
に
よ
れ
ば
大
宝
三
年
六
月
に
左
京
大
夫
に
任
じ
た
の
で
あ
る。
恐
ら
く
書
紀
持
続

六
年
ご
月
の
条
に、
中
納
言
荷一
大
弐
三
輪
朝
臣官同
市
麻
呂
ι
み
え
る
も
の
の
誤
で
あ
る・
ら
し
〈、
公
卿
補
佐
紙、
時
日
を

誤伝
し
た
史
料
に
よ

t

っ
た
も
の
主
忠
は
れ
る。
結
局、
続
紀
之
公
卿
補
佐
主
一
致
す
る
主
と
ろ
は、
中
納
言
で
あ
っ
た
大
伴
宿
繭
安
麻
品
が、
散
官
主
在
っ
た
と
主

で
あ
る。
翌
二
年
五
月、
従
三
位
大
伴
宿
禰
安
麻
呂・
E
四
位
下
栗
田
朝
臣
真
人・
従
四
位
上
高
向
朝
臣
麻
呂・
従
四
位
下
下
毛
野

朝臣
古
麻

呂・
小
野
朝
怪
毛
野
に
勅
し
て、

h

「
令
参
議
朝
政」
め
た
と
主
怯、
と
の
と
主
主
関
係
が
あ
る
や
う
で
あ
る。
政
事
要
略
に
は
と
の
勅
を
あ

け
て為
「
本
朝
参
議
之
起、
白
此
始
震」
と
し
て
ゐ
る
の
は、
未
完
官
名
主
は
な
っ
て
ゐ
な
い
U
れ
E
も、
参
議
の
濫
筋
と
み
主
め
ら
れ
る。

元
来、
「
委
譲
朝
政」
の
職
掌
は、

令
制
で
は
大
納
言
の
有
す
る
主
と
る
で
あ
っ
て、

職
員
令
に
「
大
納
言
四
人、
掌
参
議
庶
事」

7と

定

め、
義
解
に
「
謂
与
右
大
臣
以
上、．
共
参
議
天
下
之
庶
事」
主
あ
る
や
う
に、
令
に
お
い
て
大
納
言
の
職
掌
主
し
て
拳
議
す
る
庶
事
は、
天
下

の
庶
事、
即
ち
「
天
下
事」円
で
あ
っ
て

盟、
「
朝
政」
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
従
っ
て
令
制
に
お
い
て
既
に
充
足
さ
れ
て
ゐ
る
と

の
職
掌
を
更
ら
に
別
途
に
お
い
た
主
と
る
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る。
大
宝
ご
年
か
ら
三
年
目
の
慶
雲
二
年
四
月
に、
大
納
言
の
定
員
を
減

じ
て
中
納
言
を
お
い
た
が、
続
紀
に、

依
官
員
令、
大
納
言
四
人、
職
掌
既
比
大
臣、
官
位
亦
超
諸
卿、
朕
顧
念
之、
佐
重
事
密、
充口貝
難
潟、
宜
廃
省
ご
員、
為
定
雨
入、
更

置
中
約一一一一口
三
人、
以
補
大
納
言、
共
職
掌、
敷
奏
宣
旨、
待
問
会
議、
一
共
官

位料
線、

准
令
商
量
施
行、

太
政
官
議
奏、

共
幽側
近
大
納

言、
事
関
機
密、
官
位
料
株、
不
可
使
軽、
諸
共
位
擬
正
四
位
上、
別
封
ご
百一
戸・
資
人
舟
人、
奏
可
之、

、と
み
え
る。
と
の
勅
に、
大
納
言
が、
「
任
重
事
密、
充
員
難
漏」
Tと
あ
る
の
拡、
大
納
言
の
任
務
が
重
大
な
た
め
に
人
匙
得
難
く
て、
定
員

、
' 
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を
漏
L
難
い
と
之
を
示
し
て
お
り、
大
宝
元
年
の
犬
納
言
が
三
名
で
あ
る
ζ
主
を
伝
へ‘
る
続
紀
の
記
事
を
裏
書
し
て
ゐ
る。
而
し
吃、
市中
納
言

を
置
く
と
主
を
定
め
て
後
五
日
自
に、
五
四
位
下
栗
田
靭
巨
真
人
』
高
向
朝
臣
麻
呂
・
従
四
位
上
阿
倍

朝臣
宿
奈
麻
呂
の
三
人
を
中
納
言
に
任

じ、
従
四
位
上
下
毛
野
一朝
臣
古
麻
呂
を
兵
部
一卿
ーに
任
じ
た
一Ml
公
卿
補
任
に
紙、
大
伴
安
麻
呂
も
同
日
に
中
納一一百
に
任
じ
た
司と
あ
る
が、
続
紀

に
よ
れ
ば
中
納
言
の
定
員
は
三
人
で
あ
り、
中
納
言
補
任
の
記
事
に
も、
「
以
三
人、
為
中
納
言」
主
あ
る
か
ら、
と
れ
ま
た
公
卿
補
任
の
誤

伝
冒と
す
べ
き
で
あ
る
う。
中
納
言
が
四
人
主
在
っ
た
の
拡、
怯
る
か
後
の

天暦
三
年
の
と
主
で
あ
る

謀。
元
来、
中
納
言
の
官
は、
大
宝
元

年
新
令
施
行
に
際
し
て、

「
罷
中
納
言
官」
主
あ
る
か
ら、

と
れ
以
前
に
存
し
た
と
主
は
疑
い
泣
く、

扶
桑
略
記
持
続
六
年
九
月
の
条
に、

「
始
置
中
納
言
F

石
上
朝
臣
麻
呂
初
居
共
職」
、と
あ
る
q
拡、
書
紀
の
持
統
六
年
ご
月
乙
卯
の
条
に、
中
納
言
直
大
式
三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂
主

あ
る
の
を
み
れ
ば、
誤
で
あ
る
と
主
拡
明
ら
か
で
あ
る
け
れ
E
も

議一
一尚

一課

一泣

羽詰話
一湖

一夜
畑山
じ
職
原
抄
に
も
「
持
統
六
年
始
置
批
官」

、と
あ
る
の
も、

持続
天
皇
の
Fと
き
か
ら
見
え
は
じ
め
る
と
ι
を一
部
す
も
の
で
あ
る。
続
紀
夫
平
勝
宝
五
年
三
月
大
納
言
巨
勢
朝
臣
奈
尽
麻
呂
の

r

伝
に、
寸
淡
海
朝
中
納
言
大
紫
比
登
之
子」
TC
あ
っ
て、
あ
た
か
も
天
智
朝
に
中
納
言
が
あ
っ
た
如
く
に
の
べ
て
ゐ
る
け
れ
E
も、
書
紀
に
よ

れ
ば、
巨
勢
人
臣
は
御
史
大
夫
主
左
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
眠
時
新
旬、
御
史
大
夫
怯
「
葦
今
之
大
納
言
乎」
主
書
紀
に
註
し、
同
時
に
御
史
大
ο

夫
主
左
っ
た
蘇
我
果
安
拡
大
納
言
主
天
武
即
位
前
紀
に
み
え、

公
卿
補
任
天
武
条
に、

「
元
年
八
月
改
御
史
大
夫
官
号、

為
大
納
言」
i
a

ぇ、
続
紀
天
平
宝
字
ご
年
八
月、
官
号
を
改
め
て、
大
納
言
を
御
史
大
夫
主
い
う
主
あ
る
と
主
左
主
に
よ
っ
て、
天
智
朝
恐
ら
く
怯
近
江
令
に

中
納
言
の
官
は
注
か
っ
た
も
の
主
恩
は
れ
るo
書
紀
天
武
九
年
七
月
の
納
言
兼
宮
内
卿
五
位
舎
人
玉
も、
持
続
元
年
五
月
天
武
天
皇
の
療
官
に

詠
し
た
納一吉田
布
勢
御
主
人
も、
標
注
職
原
抄
に、

続
紀
大
宝
元
年
三
月
罷
中
納
言
官。
と
れ
に
依
て
按
守
る
に、
そ
の
始
置
は
蓋
持
続
即
位
の
年
注
ら
ん
欺。
公
卿
補
任
に、
中
納
言
大
神

高
市
麻
呂
・
約一一一口
布
施
御
主
人
Tと
あ
b
てν
と
の
中
は
大
中
少
の
中
友
ら
歩、
中
外
の
中
怠
る
べ
し。
持
続
女
帝
注
る
ゆ
ゑ
に、
簾
中
に

入
て
機
密
を
献
替
す
る
官
を
置
れ
て、
と
を
中
納
言
主
い
へ
る
な
ら
ん
欺。
こ
の
御
代
に
は
大
納
言
の
号
所
見
左
し。
か
‘み
れ
ば
弁
疑
に

「
器
、
議
」

棋

の
・

成

立

一

七
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い
へ
る
如
く、
彼
中
納
言
は
即
今
の
大
納
言
に
等
し。
別
に
納一？
？ζ
い
ふ
を
置
た
る
は、
簾
外
に
て
庶
事
の
奏
宣
の
為
在
る
ぺ
し。
然
る

に
令
制
定
ら
ん
γと

す
る
に
至
て、
女
王
の
御
代
の
官
号
に
て
無
用
な
れ
ば、
罷
め
ら
れ
た
る
に
と
そ。

vと
あ
る
に
近
い
も
の
で
あ
る
う。

一約一

許認誌
は
口
一一
捕
時
以
噂
札
一一一
u
m
w
一川

町一
r
一叫
ん域一
れも
詑
お
γ
一一
宮
町
榊
一肝
心何
一一
一同
一一
鞠一
一一
一肌
一臥
…探
知山

竹山
一川
町、
恐
ら
く
納
言
（
大
納
言）
・
中
納一一一一
円は
浄
御
原
朝
廷
に
お
い
て
規
定
占、。
れ
た
も
の
で
あ
る
う。

大
宝
令
は、

「
大
略
以
浄
御
原
－朝

’
廷、
為
准
正」
方
針
で
あ
っ
た
ど
付
に、
天
武
令
に
あ
っ
た
中
納
言
を
廃
官
主
す
る
に
際
し
て、
特
に
そ
の
旨
を
注
す
る
必
要
が
あっ
た
の
で

あ
ろ
う。
ま
た
中
納
言
が
廃
官
主
在
っ
た
理
由
の
一
つ
は、
恐
ら
く
標
注

職原
抄
の
言
う
如
く
で
あ
っ
た
ろ
う。
而
も
慶
雲
ご
年‘の
中
納
言
の

設
置
の
勅
に
は、
復
活
す
る
の
意
味
が
全
然
う
か
が
わ
れ
注
い
の
は、
持
続
紀
に
見
え
る
中
納
言
主
佐
賀
が
異
る
と
、と
を一
訴
す
も
の
で
あ
る
う

か。
慶
雲
二
年
に
設
置
せ
ら
れ
た
中
納
言
の
職
掌
は、
「
敷
奏
宣
旨、
待
問
参
議」
で
あ
っ
て、
大
納
言
主
参
議
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
り）
参

議
に
は
見
ら
れ
な
い
「
敷
奏
宣
旨」
が
加
は
っ
て
ゐ
る。
中
納
言
の
設
定
に
よ
っ
て、
さ
き
に
朝
政
に
参
議
L
て
ゐ
た
五
人
中、
三
人
が
中
納

言
陀
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る。
何
れ
も
律
令
撰
修
の
功
労
者
で
あ
る。
大
伴
安
麻
呂
は
中
納
言
に
関
係
な
く、
慶
雲
ご
年
七
月
大
納
言
紀
朝
臣
麻
呂

が
菟
C
て
後、
八
月
に
左
っ
て、
漸
く
大
納一
育
に
任
C
た
端。
公
卿
補
佐
に
よ
れ
ば、、
と
の
習と
き
参
議
TC
し
て
残
っ
た
も
の
は、
小
野
朝
臣
毛－

野
左
下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
の
ご
人
で
あ
り、
而
も
下
毛
野
古
麻
呂
は
中
納
言
住
命
の
日
に
兵
部
卿
に
住
む
て
お
り
プ
小
野
毛
野
拡
十
一
月
三
日

を
以
て
中
務
卿
vc
な
っ
て
ゐ
る
蹴。
共
に
依

然と
じ
て
朝
政
に
委
譲
し
た
が

説、
和
銅一冗
年
三
月
元
明
天
皇
即
位
後
の
新
太
政
官
の
組
織
で

小
野
毛
野
は、
阿
倍
朝
一位
宿
奈
麻
呂・
神
祇
伯
中
臣
一朝

皇室穴
麻

口？と

－宍に
中
納
言
7と
な
り
峨
参
議
す
る
も
の
は
下
毛
野
古
麻
呂一
人
色
な
っ

た。
市
し
て
翌
年
十
ご
月
廿
日ー
下
毛
野
古
麻
呂
の
卒
去
vc
共
に、
参
議
一は
中
絶
し
た
齢
問。
か
や、
〉
に
大
宝
ご
年
に
「

委誠
一朝
一政」
の
職
が
お

か
れ
て
か
ら、
以
後、
そ
の
任
に
当
る
べ
き
も
の
が
全
然
－な
か
っ
た
主
は
考
へ
ら
れ
泣
い
に
拘
は
ら
歩、
そ
の
欠
員
が
補
充
せ
ら
れ
る
と
之
友

〈
し
て、
そ
の
人
の
転
任
死
殺
に
ま
か
せ
ら
れ
た
と
主
は
h

と
の
職
掌
が
政
治
上
の
必
要
主
い
う
よ
り
も、
特
定
の
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

便
宜
的
及
も
の
、と
い
う
感
じ
が
強
い。
強
い
て
推
測
を
加
え
れ
ば、
・新
官
制
に
収
容
し
切
る
と
7C
の
で
き
左
か
っ
た
旧
氏
族
を、
新
機
構
に
よ

〆 i山 .，



る
政
治
機
構
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
便
法
で
は
な
か
っ
た
か。
特
に
大
伴
安
麻
呂
が、
そ
の
位
は
犬
紡一
言
相
当
位
で
あ
り
乍
ら
大

納一
言
に
任
ぜ
ら
れ
歩、
中
納
言
の
復
活
に
当
っ
て
も
中
納
言
主
な
ら
争、
大
納
言
の
欠
員
を
持
っ
て
直
ち
に
大
納
言
ι
左
っ
た
と
主
友
hと

か
ら

も
考
え
ら
れ
る。
然
しー
そ
の
官
に
非
歩
し
て
そ
の
織
に
預
る
先
例
を
開
い
た
と
主
は、
や
が
て
人
に
よ
っ
て
か
L
る
職
能
を
与
え
る
例
主
友

旬、
和
銅
ご
年ー
よ
り
八
年
後
の
養
老
元
年
十一
月
に
至
っ
て、

従
四
位
上
藤
原
房
前
を
以
て
朝
政
に
参
議
せ
し
め、
同
六
年
ご
月
に
は
五
四

位
下
安
倍
朝
臣
広
庭
を
以
て
朝
廷
に
参
議
、せ
し
め
た
糊
の
も、

大
宝
の
前
例
を
追
う
た
も
の
で
あ
る
う。

藤原
房
前
一は
不
比
等
の
ご
見
勺
ぁ

旬、
不
比
等
の
長
子
武
智
麻
呂
は
養
老
五
九E
月
に
中
納
言
に
在
っ
て
お
り、
一
房
前
は
五
年
十
月
に
は、
「
凡
家
有
沈
酒、
大
小
不
安、
卒
発

事
故、
汝
卿一
塁刷、
当
作
内
臣、
計
会
内
外、
准
勅
施
行、
輔
翼
帝
業、
永
寧
国
家」
主
い
う
詔
－E
う
け
て
い
る
蹴。
し
か
も
彼
が
菟
歩
る
主

き
に
も、
参
議
に
す
ぎ
左
か
っ
た

鵠
一一
紳
九
o
安

空盟国
広
庭
は、
右
大
臣
御
主
人
の
子
で、
慶
雲
元
年
七
月
従
五
位
上
に
殺
せ
ら
れ
て
父

の
功
封
四
分一
を
う
げ
つ
い
で
い
る
の
も
み
れ
ば、
そ
の
嫡
子
で
あ
ろ
う。
広
庭
は、
養
老
四
年
六
月
左
大
弁
比
任
じ、
参
議
の
翌
月、
知
河

泉
国
事
を
兼
ね、
神
亀
四
年
十
月
中
納

言に
任
じ
て
い
る
蹴

Q

旧
族
安
倍
氏
の
氏
上
の
地
位
に
あ
る
も
の
主
思
わ
れ
る
以
外
に
1

彼
が
朝
一政
を

，
委
譲
す
る
よ
う
に
在
っ
た
事
情
は、
考
え
難
い。
天
平
元
年
ご
月
長
屋
玉
の
変
が
起
っ
た
主
き、
大
宰
大
弐
正
四
位
上
多
治
比
真
人
果
守・

4

一友
す

大
弁
一止
四
位
上
石
川
朝
白
石
足
・
弾
一止
芦
従
四
位
下
大
伴
宿
一繭
道
足
の
三
人
を
権
か
に
参
議
主
－注
し
た
と
TC
が
あ
る
蹴。
と
れ
は
長
屋
王
の
変

に
対
処
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
が、
や
が
て
と
の
権
り
の
参
議
が
正
官
主
左
る
機
縁
7と

な
っ
た
も
の
で、
そ
の
時
期
は
天
平
三
年
の
と
主

で
あ
る。
天
千
三
年
八
月
五
日
諸
司
の
主
典
己
上
を
内
裏
に
引
き
入
れ、
一口問
舎
入
親
王
を
し
て、
執
事
の
卿
等、
或
は
亮
逝
し
或
は
老
病
に

じ
て
理
務
に
堪
え
歩、

宜
し
く
各
々
一務
を
注
す
に
堪
う
べ
き
者
を
推
挙
せ
よ
主
の
勅
を
伝
え
し
め
た。
よ
っ
て
七
百
主
典
己
上
三
百
九
十
六

人、
内
裏
に
諮
っ
て
上
表
し
て、
然
る
べ
き
者
を
推
奏
し
た。
十
一
日、
諸
司
の
挙
に
よ
っ
て、
式
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
字
合・
兵
部
卿
従

三
位
多
治
比
真
人
県
守・
兵
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂・
大
蔵
卿
正
四
位
上
鈴
鹿
王
・
左
大
弁
正
四
位
下
葛
披
玉
・
右
大
弁
五
四
位
下
大
伴

宿
一蹴
道
足
の
六
人
を
毒
諮問
主
し
蹴、
そ
の
食
品副
を
八
十
戸
？と
定
め

協
と

よ
始
め
て
正

・官？と
な
っ
た
の
で
あ
る。
と
の
主
き
委
譲
、と
去
っ

制．
の

成

立

「
審「

議
」

，丸



， 

-) 

e

 

「
奉

議
」

制

。

成

立

。

た
六
人
の
中 、
多
治
比
果
守－
大
伴
道
足
位 、
さ
き
に
権
り
に

重？と
左
っ
た
も
の
で
あ
り

開
明
日
時
即
日
旬
開
昨
日円、
諸
司
の
推
挙
に
よ
っ
た

7と

は
い
え 、
夫
平
元
年
の
権
参
議
主

密
接
伝
関
係
に
あ
る
と
Tと
が、っ
か
ど
わ
れ
る 。
と
の
と
L」
は 、
天
千
十
一
年
四
月 、
大
宰
大
弐
藤
原
広
岡 、

の
乱
の
直
前
に 、
陸
奥
国
按
察
使
莱
鎮
守
府
将
軍
犬
養
徳
守
従
四
位
上
勲
四
等
大
野

朝

臣
東
人
・

兵
部
卿
兼
春
宮
大
夫
従
四
位
下
巨
勢

朝

田
奈

底
－麻
呂・
摂
津
大
夫
従
四
位
下
大
伴
－宿

一翌春・
式
部
大
鞘
従
四
位
下
県
犬
養
宿
一蹴
石
次
を
参
議
主
左
じ
た
と
主
主

事
情
一は
相
道
、？
る

蹴α

・・・4・

ー－

天
平
十一
年
の
参
議
は 、
大
伴
道
足

碍長一院
大
野
東
人

語
詰
一計

十

県
犬
養
石
次

軽
自
肝

十
の

霊a
や
藤
原
豊
成
の

差誠
一許
諾

型一
中

に
よ
っ
て
減 、じ 、
大

笠』
養一
人
、と
左
っ
た
が 、
天

千
十
五
年
五
月
藤
原
仲
麻
呂・
紀
麻
路
の
ご
人
を
参
議
に
任
C
て 、
わ
ホJ
か
に
そ

の
中
絶
を
免
れ
た 。
と
の
年
の
十
月
大
仏
鋳
造
の
詔
が
発
せ
ら

れ
て
い
る 。
天
平
ご
十
年
に
至
り 、

藤
原
八
束
・

石
川
年
足・
石
上
乙
麻
呂・

多
治
比
広
是
が
参
議
に
加
わ
り 、
参
議
は
七
人
と
な
っ
τ
い
る o
と
れ
を
公
卿
補
佐
に
三
月
十
日
乃
至
三
月
廿
ご
日
の
と
主
主
し
て
記
七
て
い

る。
続
紀
に
は 、
三
月
九
日
に
殺
位
の
と
主
が
あ
り 、
十
ご
日
に
除
目 、
廿
二
日
に
叙
位
の
記
事
が
あ
る
が 、
参
議
を
住
む

た
と
主
は
見
え
左

い
が 、
恐
ら
く

続
紀
の
脱
漏
で
あ
ろ
う 。
翌
勝
宝
元
年
七
月
ご
日
孝
謙
天
皇
即
位
に
際
し
て 、
と
れ
す

玄室顕
で
あ
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
を
大
納

言
に 、

多治
比
広
足
・

石
上
乙
麻
呂・
組
麻
呂
の
三
人
を
中
納
言
主
し 、
大
伴
兄
麻
呂・
橘
奈
良
麻
呂・
藤
原
清
河
の
三
人
を
新
た
花
参
議
主

し
た。
と
の
年
太
政
官
の
構
成
は
次
の
よ
う

で
あ
っ
た 。

左
大
臣

E
一

位

右
大
臣

従
ご
位

大
納
一吉田

従
ご
位

五
一一一
位

し藤巨藤橘
、原勢原宿

朝朝

朝繭
目 白 巨 諸
イ中奈豊兄
麻尽成
呂麻

呂 ’



中
納
言

審

議

従
三
位

従
一ニ
位

豆
四
位
下

E
四
位
上

徒
四
位
上

徒
四
位
上

従
四
位
下

従
四
位
下

石
上
朝
臣
乙
麻
呂

妃
靭
医
麻
呂

多
治
比
真
人
広

足

大
伴
宿
繍
兄
麻
呂

橘
宿
禰
奈
良
麻
呂

藤藤石
原原 川

朝 朝朝
臣－臣臣
清八年
河束足

む
の
構
成
は 、
巨
勢
・

犬
伴
・

石
上
・

紀
・

石
川
・

多
治
比
の
旧
氏
族 、
橘
・

藤
原
の
新
興
氏
族
を
含
む 、
新
旧
合

従
の
政
権
を
示
し
て
い

る 。
と
れ
を
天
子
十
九

年
の

，

左
大
臣

徳一
一

中
納
言

参

議

従従従

位位位位

従
三
位

従
四
位
上

橘
宿
禰
諸
兄

巨
勢
朝
臣
奈
尽
麻
呂

藤
原
朝
臣
豊
成

大
伴
宿
禰
牛
養

藤
原
朝
臣
仲
麻
呂

紀
朝
臣
麻
呂

の
政
権
主

比
ぺ
τ 、
著
し
い
対
称
を
な
し
て
い
る 。
而
も
政
権
の
首
班
は
橘
諸
兄
同
一
人
で
あ
る 。
と
れ
は
天
平
ご
十
年
か
ら

勝
宝
元
年
に
か

り
で 、
次
第
に
そ
の
困
難
さ
を
加
へ

で
あ
っ
た
大
仏
鋳
造
の
進
度
土
全
然
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い 。

時
京

臨
榊
油

禁

禁

母
械
は
時
次

詰

一
一
一

一

「
議

議
」

制

。

成

立



「
参

議
」

制

の

成

立

一段目

均

一説

話

一謀説
r・

龍
一問
一M

l話

一惣
一一
fi
九一
錦
町一
明一心
紘
一一
一一
一犯

と

次に
天
平
宝
宇
元
年
一橋
奈
良
－麻
口口
の
陰
謀
が
発
覚
し
た
翌
月
に

あ
た
る
八
月
ご
日
に 、

巨
勢
朝
町民
堺
麻
呂
・

阿
倍
朝
臣
沙
一掬
麻
呂
・

紀
飯
麻
呂
を

萎？と
し
た

時。
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば 、
文
室
真
人
知
努

も
亦
AE
議
に
住
C
て
ゐ
る 。
結
局
と
の
年
に
は 、
大
伴
兄
麻
呂
・

石
川
年
足
・

藤
原
八
束
・

巨
勢
堺
麻
呂
・

阿
倍
沙
蹴
麻
呂
・

紀
飯
麻
呂
・

文

室
知
努
の
七
人
で
あ
る 。
と
れ
よ
り
数
年
ご
・

三
の
第
卒
、と
昇
任
が
あ
る
ほ
か 、
総
体
主
し
て
は
著
し
い
変
化
は
み
ら

れ
左
か
っ
た
が 、
天
平

宝
宇
六
年
五
月
に
至
っ
て 、
氷
上
真
人
塩
焼
・

藤
原
恵
美
朝
臣
真
光
を
参
議
主
し 、
十
ご
月
比 、
塩
焼
・
白
壁
王
・

藤
原
真
楕
を
中
納
言
に
す

す
め
る

主ハ
に 、
藤
原
弟
貞
・

藤
原
恵
美
朝
臣
訓
儒
麻
呂
・

藤
原
恵
美
朝
一位
朝
猫
・
中
臣
劉
臣
清
麻
呂
・

石
川
朝
何回曲一
震

防

認
を
参
議
、と
し

t‘、＼

た
た
め

一向 、
と
の
年
の
太
政
官
は 、

大御
史
大
夫

中
納
言

参

議 日市

1E E
＝一
位

従
三
位

従
三
位

従
三
位

従
三
位

従
三
位

従
三
位 位

藤
原
恵
美
朝
臣
押
勝

文
室
真
人
海
三

藤
原
朝
臣
永
手

氷
上
真
人
塩
焼

白
壁
王

藤
原
朝
臣
真
楯

藤
原
謝
巨
御
楯

藤
原
朝
臣
巨
勢
麻
呂

五
三
位

藤
原
朝
臣
弟
貞

五
四
位
上

藤
原
恵
美
朝
臣
真
光

E
四
位
下

藤
原
朝
臣
清
河

F、

---
­

; 
～一 一一一一一一一一一一



徒
四
位
下

従
四
位
下

' 

藤
原
恵
美
朝
臣
訓
儒
麻
呂

藤
原
恵
美
朝
臣
朝
猫

中
医
朝
臣
清
麻
百

石
川
朝
臣
豊
成

一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く、
と
の
太
政
官
は、
恵
美
押
勝一
家
に
よ
る
組
織
で
あ
る。
恵
美
押
勝
は
と
の
こ
年
後
の
八
年
に
道
鏡
の
寵
幸
日

に
盛
ん
な
る
を
見
て
自
ら
安
ん
ぜ
歩、
叛
を
謀
っ
て
誌
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
彼
が
太
政
官
を
自
己
の
ご架
空
以
て
組
織
し
た
の
も、
道
鏡

の
出
現
主
無
関
係
vと
は
忠
は
れ
左
い。
道
鏡
が
宮
披
に
出
入
す
る
や
う
に
な
っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
げ
が、
藤
原
仲
麻
呂
は
既
に
天
平
勝
宝

元
年
一に
は、
「
至
E一ニ
位
大
納
言

差点
微
令
中
衛
大
将、
枢
機
之
政
独
出
掌
握、
由
是
豪｛一
容
族

一皆妬
共
勢ー一
主
い
は
れ
…町、
宝
字
四
年
大
師

（
太
政
大
臣）
に
任
。
て
ゐ
る
か
ら、
六
年
を
待
た
やJ
、，と
も
そ
の
子
息占ぞ
参
議
、と
す
る
は、
き
し
て
困
難
で
は
左
い。
而
も
六
年
に
至
っ
て
太

政
官
庁
右
そ
の
一
家
で
占
め
る
に
至
っ
た
原
因
は、
続
紀
の
彼
の
伝

記に
一一
肝
語
紙
年、

「
共
同刀
E
四
位
上
真
光
・
従
四
位
下
訓
儒
麻
口マ

朝
猫
並
為
参
議、
従
瓦
位
下
薩
雄
・
辛
加
知・
執
樟
皆
住
衛
府
関
国
司、
共
余
顕
要
之
官
莫
不
姻
戚、
独
撞
権
威、
和
氏v
h
恥一、
時
道
鏡
常
侍

禁
抜、
認一
被
寵
愛、
押
勝
患
之、
懐
不
自
安」
Tと
の
ぺ
て
ゐ
る
と
と
ろ
か
ら
も
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る。

大
体
と
の
時
期
ま
で
で、
発
生
期
に
お
り
る
参
議
の
性
格
を
う
か
が
う
と
、と
が
で
き
る
や
う
で
あ
る。
そ
の
最
初、
＼
参
議
は、
新
令
実
施
に

当
っ
て、
官
制
か
ら
は
み
白
た
旧
族
を、
新
政
に
参
加
せ
し
め
る
た
め
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
た。
従
っ
て、
そ
の
任
に
当
る
も
の
が
菟
卒

或
は
転
任
し
て
も、
そ
の
欠
を
補
う
と
主
は
な
か
っ
た。
然
る
に
天
平
三
年
参
議
が
E
官
、と
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
は
以
前
主
異
る
や
う
で
あ

書

サ

’F

る。
と
の
際、
参
議
が
必
要
で
あ
る
主
さ
れ
た
表
面
の
理
由
は、
執
事
の
民
が
或
は
菟
逝
又
は
老
病
の
た
め
織
務
を
理
め
る
と
之
が
で
き
な
い

か
ら
と
い
う
に
あ
っ
た
が、
と
の
前
後
に
7と
く
に
か
う
し
た
職
制
を
新
設
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
ほ
E、
卿
国
の
死
残
は
見
ら
れ
左
い。
強
い
て
推
測

を
加
へ
れ
ば、
藤
原
不
比
等
を
始
め、
律
令
制
定
に
功
労
が
あ
り、
従
っ
て
そ
の
実
施
に
つ
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
主
思
は
れ
る
律

徒
四
位
下

徒
四
位
下

「
奉

議
」

制

の

成

立

／ 

、 ι

一一一一一一一一一一一一一－－－..： ヨー 』



「
審

議
」

四

制

の

成

立

令
制
定
の
精
神
の
遵
奉
者
が
殆
ん
ど
死
残
し
て
し
ま
っ
た
と
？と
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か。
然
し
表
面
上
の
理
由
は
そ
れ
主
し
て
も、
現

実
に
は
天
平
元
年
の
長
屋
玉
の
変
主
そ
れ
に
伴
う
政
界
の
動
揺
に
よ
り
深
い
関
係
を
ふ
と
め
ぎ
る
を
得
左
い。
天
平
三
年
以
後
参
議
の
員
数
は

不
定
で
あ
る
ば
か
わ
で
な
く、
転
任
死
残
に
も、
殆
ん
hp」

補
充
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い。
と
の
と
主
絃
結
局
参
議
が
大
宝
当
時
の
性
格
を、
人
に
よ

る
冒と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
う。
参
議
の
任
命
は
今
ま
で
み
た
如
く、
天
平
十
一
年・
天
平
ご
十
年・
天
平
勝
宝
元
年

・
宝
字
元
年・
宝
字
六
年
の
五
回
あ
る
が、
いやつ
れ
も
そ
の
時
の
政
治
情
勢
と
密
接
な
関
係
が
み
主
め
ら
れ
る。
参
議
の
地
位
が、
政
務
上
の

必
要
か
ら
で
な
く、

政
治
権
力
の
不
安・
動
揺
に
対
す
る
政
治
権
力
結
集
の
方
便
主
し
て
利
用
せ
ら
れ
た
と
之
を
明
瞭
に
み
止
め
る
の
で
あ

る。
元
来、
太
政
官
そ
の
も
の
が、
天
下
の
政
治
を
統
理
す
る
府
で
あ
る。
大
臣
・
大
納
言
は
分
掌
の
職
で
は
な
い。
そ
れ
を
補
う
べ
く
お
か

れ
た
中
納
言
亦
然
わ
で
あ
わ、
参
議
も
亦
然
わ
で
あ
る。
そ
と
に
則
関
官
と
い
う
べ
き
と
7C

も
可
能
で
あ
り、
令
で
位、
太
政
大
臣
の
み
そ
則

関
官
主
称
し
て
ゐ
る
け
れ
E
も、
事
実
は
ひ
と
り
太
政
大
臣
の
み
に
限
ら
左
か
っ
た。
定
員
が
設
け
ら
れ
な
が
ら
も、
定
員
を
欠
く
と
よ」
が
多

く、
特
に
政
権
の
首
班
の
権
力
が
安
定
し
て
ゐ
る
時
は、
太
政
官
の
規
模
が
小
で
あ
る
と
い
う
現
象
を
呈
し
て
ゐ
る。

参
議
が
政
治
権
力
の
支
桂
vと
し
て
利
用
せ
ら
れ
た
主
は
い
え、
と
れ
が
令
制
の
太
政
官
の
組
織
の
一
環
主
し
て
行
は
れ
た
点
に
お
い
て、
名

は
太
政
官
の
称
を
用
い
な
が
ら
も
太
政
官
組
織
の
外
に
あ
っ
た
「
知
太
政
官
事」

主7
1
「
知
太
控目
事」
が、
ほ
ど
「
参
議
制」
一？と
時
を

「
参
議」
は
太
政
官
組
織
に
よ
る
政
治
体
制
が
す
L
む
に
つ

同
C
う
し
て
起
り
な
が
ら
も、
五
十
年
足
ら
、下

し
て
後
を
絶
っ
た
の
に
対
し
て、

れ
て、
そ
の
重
要
き
を
増
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る〆
Q

然
る
に
大
同
ご
年、
参
議
は一
時
廃
官
主
さ
れ
た
0・
と
れ
よ
り
先、
延
暦
二
十
五
年
三
月
十
七
日
桓
武
天
皇
崩
C、
e

五
月
十
八
日
平
城
天
皇

E
b

o
観
察
使
を
置
い
た
日
を
日
本
後
和
で
は
五

即
位
せ
ら
れ
た。
と
の
日
改
元
し
て
大
同一
冗
年
主
号
し、
そ
の
数
日
後、
参
議
を
以
て
雀
察
使
予と
し
た

月
丁
亥
ハ
二
十
四
日）
と
し、
会
卿
鯖
任



所
引
皇
代
記
及
び
ご
中
歴
も
主
月
二
十
四
日
と
し
て
ゐ
る
が、

扶
桑
略
記
は
五
月

旦
し
日
本
後
紀
亡
は、

五
月
丁一
亥
に
六
道
観
察
使
を
置
く
vc
し
て
ゐ

十
八
日‘

公
卿
補
任
で
は
五
月
二
十
八
日
の
説
を
あ
げ
て
ゐ
て、

異
説
が
あ
る
o

イ

、
’

l

る
が、

公
卿
補
任
に
よ
れ
ば、

五
月
二
十
四
日
に
参
議
藤
原
緒
嗣
が
山
陽
道
観
察
使
に
、

同
秋
篠｛
女
人
が
北
陸
道
観
察
使
に、

同
藤
原
葛
野
麻

呂
が
東
海
道
観
察
使
に、

五
月
廿
一

日
に
同
士口
備
泉
が
南
海
道
観
察
使
民、

間
六
月
十
四
日
に
同
阿
倍
兄
雄
が
山
陰
道
観
察
使
に
任
じ
た
と
し

て
ゐ
て］

必
争
し
も
一

斉
に
主
主
の
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も、

平
城
天
皇
即
位
直
後
早
々
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
怯

疑
い
な
い
。

日
本
後
紀
に
よ
れ
ば、

六
月
朔
日
に
は
J

山
陽
道
観
察
使
藤
原
園
人
の一
覆
奏
が
行
は
れ
て
お
り、

六
道
観
察
使
設
置
に
つ
い
て
の

詔
は
六
月
壬
寅
（
十
日
）

に
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
の
詔
に
よ
れ
ば、

延
暦
五
年
四
月
十
一

日
に、

諸
国
庸
調
支
度
物
等
が
常
に
未
納
が
あ
わ
、

又
民
主
治
む
る
に
朝
委
に
説
く
国
郡
司
を
反
蜘制
す
る
た
め、

条
例
を
つ
く
れ
主
の
詔
に
応
じ
て
、

公
卿
が
十
六
ケ
条
の
条
例
を
上
っ
た
が、

一

向
に
遵
行
さ
れ
て
ゐ－
泣
い
か
ら、

と
の
十
六
条
を
行
う
た
め
に
六
道
観
察
使
を
置
く、

使
拡
道
別
一

人
判
官
一

人
主
典
一

人
主
し、

国
の
興
廃

に
関
し、

政
の
成
敗
に
関
す
る
と
と
以
外
位、

判
官
以
下
を
遣
は
し
て
替
替
せ
し
め
よ、

主」
い
う
の
で
あ
る
。

延
暦
五
年
の
十
六
ケ
条
主
い
う

の

は、一

撫
育
有
方、

戸
口
一増
茶、

一

貢
進
雑
物、

依
限
送
納、

一

剖
断
合
理、

獄
訟
無
策、

一

旦
守
且
耕、

軍
糠
有
儲、

一

勧
諜
農
桑、

積
実
倉
庫、

一

粛
清
所
部、

盗
賊
不
起、

一

在
職
公
平、

立
身
清
慎、

一

辺
境
清
粛、

城
坦
修
理、

右
国
宰
郡
司、

鎮
将
辺
要
等
官略

到
任
三
年
之
内、

政
治
灼
然、

当
前
件
ご
条
己
上
者、

伏
望
丘
位
己
上
者、

量
事
進
階、

六
位
己
下

者
擢
之
不
次、

授
以
五
位、

一

在
官
貧
濁、

処
事
不
平、

一

敗
遊
無
度、

擾
乱
百
姓、

一

一慰
行
・姦
糖、

以
求
名
誉、

／
議、
L-

制

の

成

立

一

噌
酒
沈
酒、

廃
闘
公
務、

五

，与へ
6
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「
皐

議
」

制
。

成
立

一

六

一

放
縦
子
弟、

請
託
公
行、

一
統
摂
失
方．

戎
卒
違
合、

右
同
前
群
官
不・・
務
職
掌、

何
当
前
件
一

条
己
上
者、

伏
望
不
限
年
之
遠
近、

解
却
見
任、

共
違
一帯
撫
育
勧
課
等
条
者、

亦
望
准
此、類

粟
三

代
絡
七

TC
い
う
の
で
あ
り、

会
く
地
方
圏
一勝
司
粛
清
を
目
的
、と
し
牝
も
の
で
あ
る
が、

更
に
と
れ
を
養
老
三
年
に
創
設
さ
れ
た
按
察
使
の
職
掌
？と
比
べ

て
み
る
と、

頗
る
共
通
し
て
ゐ
る
。

養
老
三
年
創
設
の
際
に
定
め
ら
れ
た
按
察
使
訪
察
事
条
事
に
よ
れ
ば、

一
公
節
無
関、

私
門
日
益、

一
逃
失
数
多、

克
獲
数
少、

在
職
公
平、

立
身
清
慎、

籍
帳
皆
実、

戸
口
無
遺、

勧
隷
農
桑、

国
阜
家
給、

容
縦
子
弟、

請
託
公
行、

建
逃
在
境、

流
滞
不
帰、

剖
断
合
理、

獄
訟
無
定、

繁
殖一
戸
口、

増
益
調
麿、

＼、

在
官
貧
濁、

処
事
不
平、

噌
消
沈
酒、

時
遊
無
度、

県
行
姦
猪、

以
求
名
官、

右
按
察
使
巡
歴
管
国、

訪
察
事
条
如
前、

敦
本
棄
末、

情
務
農
桑、

幼
標
孝
悌、

有
感
通
神、

文
学
優
長、

識
明
時
務、

有
力
超
衆、

武
芸
絶
群、

田
蚕
不
修、

耕
織
廃
業、

不
孝
不
義、

問
於
里
問、

仮
託
功
徳、

称一
扇
妖
説、

恐
脅
公
私、

歌
凌
貧
弱、

‘

右
百
姓
有
前
件
善
悪
状
述
者、

随
状
挙
罰、

録
状
共
通、

d

類
来一ニ

主
い
う
の
で
あ
ア
代
格
士
。

従
っ
て
そ
の
職
掌
か
ら一一一口
へ
ば、

観
察
使
拡
按
察
使
の
再
興
7C
称
し
て
も
よ
か
ろ
う。
一
冗
来
按
察
使
は、

養
老
三



‘ 

年
に
創
設
さ
れ
た
令
外
官
で、
伊
勢
守
を
し
て
伊
賀
志
摩
ご
国
を、
遠
江
守
を
じ
て
駿
河
伊
豆
甲
斐
三
国
を、
常
陸
守
を
し
て
安
房
上
総
下
総

の
三
国
を、
美
濃
守
を
し
て
尾
張
三
河
信
濃
三
国
左、
武
蔵
守
を
し
て
相
模
上
野
下
野
三
国
を、
越
前
守
を
し
て
能
登
越
中
越
後
三
国
を、
丹

波
守
を
し
て
丹
後
但
馬
因
幡
三
国
左、
出
雲
守
を
し
て
伯
者
石
見
ご
国
を、
播
磨
守
を
し
て
備
前
美
作
備
中
淡
路
四
国
を、
伊
予
守
を
し
て
阿

波
讃
岐
土
佐
三
国
を、
備
後
守
を
し
て
安
芸
周
防
ご
国
を
管
せ
し
め
る
左
左、
主
要
な
る
国
の
守
を
按
察
使
’と
し
て、
上
に
か
か
け
た
検
察
を

行
は
し
め
る
も
の
で
あ
る。
そ
の
所
管
の
国
の
組
み
合
は
せ
は
後
に
若
干
変
更
が
あ
hw、
長
門
国
按
察
使
が
増
設
せ
ら
れ
た
り、
養
老
三
年
に

主
管
の
按
察
使
が
定
め
ら
れ
な
か
っ
た
飛
騨
や
周
防
石
見
も
そ
れ
ぞ
れ
主
管
の

雲一ム
使
を
定
め
る
た
E
噌
脱
線
開
紅
年
の
変
更
は
あ
っ
た
が、

按
察
使
の
外
に
国
守
を
お
か
手、
伊
勢
遠
江
常
陸
美
濃
武
蔵
等
主
要
な
る
国
の
守
を
そ
の
ま
L
按
察
使
主
号
せ
し
め
て、
そ
の
努
近
の
国
を
管

せ
し
め
た
も
の
で
あ
り
た
標
註
職
原
抄o
畿
内
に
ま
按
察
使
を
お
か
手、
別
に
国
の
与
の
外
に
京
官
を
以
て
任
じ
た
摂
官
を
置
い
た一向。
と
れ

別
記
の
説

t

は
外
国
と
畿
内
γと
を
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
？と
い
わ
れ
る。
按
察
使
絃
常
置
官
で
あ
っ
た
が、
神
護
景
雲
ご
年
比
従
三
位
藤
原
縄
麻
呂
が
近
江

按
察
使
と
な
っ
た
の
を
最
後
之
し
て
後
を
絶
ち、
陸
奥
出
羽
察
按
使
の
み
後
に
ま
で
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
あ。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
何
等
伝
へ
て

ゐ
な
、
天
武
持
続
文
武
頃
に
あ
っ
た
総
領
は
按
’

U
察
使
の
前
身
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
ラ
o

か
う
し
た
地
方
官
に
よ
る
地
方
按
察
使
と
は
別
に
巡
察
使
在
る
も
の
が
あ
っ
た。

巡
察
使
拡、

職
員
令
太
政
官
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で、

「
巡
察
使、
堂d
W叫
察
諸
国、
不
常
置、
応
須
巡
察、
権
於
内
外
官、
取
清
E
灼
然
者
充、
巡
察
事
条
及
使
人
数、
臨
時
量
定」
主
あ
っ
て
臨
時

官
で
あ
り、
内
官
外
官
左
問
は
やJ
そ
の
必
要
に
応
じ
て
任
命
さ
れ、
巡
察
す
べ
き
事
柄
も
そ
の
都
度
々
々
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る。
既
に
天
武

十
四
年
九
月
に
直
広
臨時
都
努
朝
臣
牛
飼
を
東
海
使
者、
直
広
津
石
川
朝
陸
虫
名
を
東
山
使
者、
直
広
臨時
佐
味
朝
臣
少
麻
呂
を
山
陽
使
者、
直
広

臨時
巨
勢
朝
臣
粟
持
を
山
陰
使
者、
直
広
拳
路
真
人
迩
見
を
南
海
使
者、
直
広
嘩
佐
伯
宿
繭
広
足
を
筑
紫
使
者
と
し、
各
判
官一
人
史一
人
を
任
じ

て、
国
司
郡
司
及
び
百
姓
の
消
息
を
巡
察
せ
し
め
た
の
は、
巡
察
使
の
先
縦
主
い
わ
れ、
持
続
八
年
七
月
滋
察
使
を
諸
国
に
遣
は
す
主
あ
る
の

怯、
巡
察
使
の
名
の
初
見
で
あ
る
予と
さ
れ
る
曜。
文
武
三
年
に
も、
畿
内
及
び
諸
国
に
巡
察
使
を
遣
は
し
て
非
違
を
検
察
せ
し
む
る
？と
あ
っ
て

2F

識」

制
の

成
立

七

、
J＂～一一一→ 一 一一一一一 一一ー←ー－



4・

「
審

議
t
一

制

。

成

立＼

三

八

I 

端、

滋
察
使
の
制
が、

既
に
天
武
令
に
存
在
し・
た
か
主
も
思
は
せ
る
O

和
銅
五
年
に
至
っ
て、

以
後
毎
年
芯
察
使
を
差
遣
し
て
国
の
豊
倹
得
失

ι

検
一校
せ
し
め
る
と
ι
主
じ、

検
問
を
う
け
た
国
郡
司
は
公
平
を
旨
、と
し、

隠
す
、と
と
ろ
な
く
申
告
せ
し
め
た
一向。

天
平
十
式
年
八
道
巡
察
使

に
下
さ
れ
た
勅
に
い由
れ
ば、

検
問
を
う
け
た
国
郡
司
が
実
に
よ
っ
て
報
答
せ
ば、

た
7ζ
K

死
罪
に
当
る
主
も
み
な
免
し、

若
し
不
実
左
答
を
し

て
使
の
た
め
に
摘
発
さ
れ
た
者
拡、

如
何
在
る
細
事
、と
い
え
グ」
も
法
に
よ
っ
℃
罪
ぜ
よ
vと

あ
る。

而
し
て
三
十
ご
条
を
頒
っ
て
諸
国
郡
司
を
監

察
す
る
規

准丁と
し
た
時。
と
の
三
十
二
条
は
如
何
な
る
も
の
か
は
伝
へ
て
ゐ
な
い
け
れ
E
も、

巡
察
使
差
遣
の
目
的
を
の
ぺ
て、

「
天
下
諸
国

政
積
の
治
不

を検
せ
ん
が
た
め
」
主
見
え
る
か
ら）

恐
ら
く、

按
察
使
の
訪
察
条
事
に
類
似
の
も
の
で
あ
る
う。

神
亀
四
年
十
ご
月
諸
国
司
の

状
迩
を
巡
検
し
た
七
道
選
察
使
の
復
命
に
よ
っ
て、

治
迩
上
等
の
者
は
位
二
階
を
進
め、

中
等
の
者
は
一
階
を、

下
等
の
者
拡
失
格
せ
し
め、

犯
法
の
最
も
甚
し
か
っ
た
丹

色文化
五
位
下
羽
林
速
一比
一麻
呂
は
流
罪
に
処
し、

周
防
白
川
原
史
石
庭
等
を
除
名
し
た
と
vと

が
あ
り
械、

天
一令
官占

宇
五
年
八
月
の
勅
に
は、

と
の
頃
七
道
巡
察
使
の
奏
状
を
見
る
に、

曾
て
一
国
の
守
も
政
を
領
し
て
公
平
に
か
在
う
も
の
が
な
い
主
の
ぺ
ら
れ

て
お
り
胸、

神
護
景
雲
元
年
東
山
道
巡
察
使
淡
海
三
舶
は、

そ
の
処
置
が
公
平
に
背
く
7こ
い
う
の
で
解
任
さ
れ
た
が、

そ
の
理
由
は、

「
請
使

向
道
之
時、

受
事
雄
一
、

省
風
還
報
之
目、

政
路
漸
異、

存
心
名
達、

検
括
酷
苛」
で、

彼
は
下
野
国
司
等
の
E
税
未
納
及
び
雑
官
物
犯
用
を

摘
発
し
た
が、

独
匂
前
介
弓
削
宿
繭
薩
摩
の
み
を
禁
じ
て
政

務に
預
か
ら
し
め
歩、

そ
の
上
赦
後
断
罪
し
た
主
い
う
の
で
あ
る
略。

巡
察
使
D

巡
検
が
相
当
峻
厳
で
あ
っ
た
と
、と
が
推
測
さ
れ
る。

天
平
宝
宇
ご
年、

送
故
迎
新
の
費
を
省
く
た
め
に
国
司
の
任
期
を
四
年
か
ら
六
年
に
改
め

る
主
共
に、

選
察
使
の
派
遣
も
コ一
年
に
一
回
止
し、

「
推
検
政、
述、

慰
問
民
憂」
し、

両
度
の
巡
検
の
報
告
を
ま
っ
て、

国
司
を
純
捗
す
る
と

7？と

し
た
崎。

按
察
使
の
外
に
か
う
し
た
巡
察
使
の
あ
る
と
主
は、

屋
下
更
に
屋
を
架
す
る
の
感
を
い
だ
か
せ
る
が
ふ
按
察
使
は
地
方
一国
司
を

（

陸
一

）

以
て
充
て
る、

即
ち
在
地
常
駐
官
を
以
て
充
て
た
検
察
官
で
あ
わ、

巡
察
使
は
中
央
よ
り
派
遣
さ
れ
る
査
察
使
で
あ
る。
と
の
ご
重
の
監
察
制

。怯
一
一
》

度
を
設
け
た
主
と
ろ
に
律
令
国
家
の
地
方
政

治特
に
民
治
を
重
要
視
し
た
所
以
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る。

同
時
に
ま
た
律
令
国
家
の
中
央

集
権
の
一
機
構
で
も
あ
る
主
考
へ
ら
れ
る。
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巡
察

使
に
指
示
し
た
勅
に
「
問
患
苦
賑
給」
（
天
平
宝
字
四
年
五
月
戊
申一〉
乏
か 、
「
採
訪
百
姓
疾
苦ー一
ハ
天
平
神
譲
二
年
九
月
丙
子）
と
か
り
ペ
て
ゐ

る
Q

ま
た
矢
長一
万
年
右
大
臣
奏
に 、
「

巡

行
風
俗 、
考
牧
宰
之
泊
否 、
問
人
民
之
疾
昔、
所
以
宜
風
展
義 、
挙
善
弾
違
也」
と
み
え
る
（
類
来一一一
代
格
七
天
長

一
元
年
八
月
廿
仲間
官
符）

0

か
う
し
た
機
能
を
も
っ
巡
察J

使
も、
延
暦
十
四
年
に
停
一路
；
れ
た
叫ん
脚。

前に
も
の
ぺ
た
如
く、
延
暦一立
年
に、
「
諸
国
庸
調
支
度
等
物 、

「
参
議」

制
の

成
立

大4

1 ← ゐ ＼一一一一一ー一←一一→一一一一一一一一一一一一一－－－



「
義

議
」

毎
有
未
納 、
交
関
国
用 、
良
由
国
郡
司
逓
相
怠
慢 、
又
夜
政
治
民 、
多
一帯
朝
委 、
宜
量
北ハ
状
述 、
随
事
反
瓢」
主
て 、
十
六
条
例
を
制
し
た
ほ

か」
で
あ
る
の
で 、
巡
察
使
の
必
要
性
は
充
分
意
識
せ
ら
れ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
に
拘
牧
ら
事 、
延
暦
十
四
年
に
そ
の
差
遣
を
停
止
さ
れ
た
理
由
は

明
ら

か
で
な
い
が 、
十
六
条
例
が
按
察
使
の
条
例
を
殆
ん
か」
そ
の
ま
L

再
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
よ」
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら

う
か
？と
推
測
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る 。
按
察
使
が
地
方
官
で
あ
り 、
巡
察
使
が
京
官
で
あ
る
点
も

亦 、
条
例
が
そ
の
ま
L

按
察
使
の
も
の
の
再

現
で
あ
っ
て
も 、
按
察
使
そ
の
も
の
の
再
現
が
企
て
ら
れ
左
か
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う 。
中
央
地
方
の
政
治
の
粛
振
は
桓
武
天
皇
の
方
針
で
あ
っ

た
が
4

官
可
の
省
減
も
亦
そ
の
方
針
で
あ
っ
た
と
主
の
一
つ
の
現
は
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う

か 。

制
の
成
立

四
0 

「｛会
設
憲
章 、
未
聞
遵
行」
の
有
様
で
あ
っ
た 。
観
察
使
在
る
も
の
が 、
平
城
天
皇
即
位
と
同

時
に
創
設
さ
れ
た
の
は 、
犬
同
三
年
五
月
時
の
東
海
道
観
察
使
藤
原
緒
嗣
の
上
表
（
公
卿
補
佐
所
引）
に
は 、
彼
の
建
議
に
よ
っ
た
之
の
ぺ
て

ゐ
る
り
れ
hと

も 、
結
局
は
桓
武
天
皇
、と
平
披
天
皇
主
の
政
治
方
針
の
相
違
を
示
す
も
の
で
あ
る
う 。

地
方
監
察
使
’と
し
て
の
観
察
使
の
名
は
唐

制に
あ
っ
て 、
唐
書

一せ
百
官
志
に 、
「
観
察
処
置
使 、
掌
－察
所
部
善
悪 、
挙
大
綱」
vと

み
え 、
註
に 、

貞
観
初 、
遺
大
使
十
三
人 、
巡
省
天
下
諸
州 、
水
羊
則
違
使 、
有
巡
察
安
撫
存
撫
之
名 、
神
龍
ご
年
ハ
慶
雲
ニ
年）
以
五
品
以
上
ご
十
人 、

為 ，十
道
巡
察
使 、
按
挙
州
果 、
再
周
而
代 、
景
雲
ご
年
ハ
和
銅
四
年）
置
都
督
ご
十
四
人 、
察
刺
史
以
下
善
悪 、
置
司
挙
従
事一一
人 、
秩
比

待
御
史 、
揚
益
井
荊
四
州
大
都
督 、
一
内
定
説
糞
蒲
綿
泰
決
潤
越
十
州
為
中
都
替 、

皆
正
三
品 、

一角
郎
箆
裏
安
浬
遂
通
梁
襲
十
州
為
下
都

督 、
従
三
品 、
当
時
以
為
権
重 、

難
制
罷
之 、

唯
四
大
都
静
府
知’
故 、
置
十
道
按
察
使
道
各一
人 、
開一
死
ご
年
（
和
銅
七
年）
日
十
道
按

察
採
訪
処
置
使 、
至
四
年
罷ぺ
八
年
ハ
差
老
四
年）
復
置
十
道
按
察
使 、
秋
冬
視
県 、
十
年
又
罷 、
十
七
年
ハ
天
平
元
年）
復
置
十
道
京
都

両
畿
按
察
使、
ご
十
年
ハ
天
平
四
年〉
日
採
訪
処
置
使 、

分
十
五
道 、

天
宝
末
又
垂水
純
陵
使 、
乾
元
元
年
ハ
天
平
宝
字
二
年）
改
日
観
察
処

置
使 、

vと
あ
っ
て 、
彼
に
は
五
品
以
上
の
者
を
以
て
任
じ
た
巡
察
使
が
あ
わ 、
そ
れ
が
幾
度
び
か
の

変遷
を
経
て
観
察
使
主
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。
而

然
る
に
単
去
る
条
例
を
定
め
た
ど
け
で
は 、



も
時
に
は＝一
品
を
以
て
任
じ
た
場
合
も
あ
る。
そ
の
際
に
は
秩、
御
史
に
比
す
7と

あ
る。
わ
が
国
の
観
察
使
が、
三
位
或
は
四
位
の
も
の
を
以

て
補
す
る
参
議
を
以
て
任
じ
た
点、
お
そ
ら
く、
か
う
じ
た
唐
制
が
参
酌
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

四

大
同
元
年、

委識
を
以
て
充
て
た
観
察
使
は、
翌
二
年
四
月、
参
議
の
号
を
罷
め
て、
観
察
使
の
み
を
お
く
と
主
と
し
た
制
嚇。
参
議
が
廃

官
主
な
っ
た
の
で
あ
る。
と
れ
ま
で
の
参
譲
位、
と
L
に
至
っ
て
「
参
議
朝
政」
の
職
能
失
ひ、
専
ら
地
方
政

監
察
の
官
7と

な
っ
た
の
で
あ

る。
大
同
元
年
六
月
に
は
山
陽
道
観
察
使
藤
原
因
人
の
奏一一一口
に
よ
っ
て、
西
海
道
は
年
中
入
京
の
雑
使
が
多
く
て
沿
道
送
迎
に
疲
れ
る
の
で、

西
海
道
の
府
国
の
五
位
以
上
の
も
の
は、
以
後
任
夫
期
満
了
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば、
た
や
す
く
入
京
す
る
を
禁
じ
た
例
跡。
ま
た
翌
年
六
月
に

も
同
人
の
奏呈一口
に
よ
っ
て、
山
海
の
利
を
権
門
勢
家
が
独
占
す
る
と
主
が
禁
ぜ
ら
れ、
八
月
に
は
東
海
道
観
察
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
奏
言
に
よ

り、
E
税
出
挙
は
穀
を
給
し
て
穀
を
収
め
る
例
で
あ
る
が、
農
民
が
脱
穀
す
る
労
を
省
く
た
め
に
稲
の
ま
L
で
納
め
さ
せ
る
と
主
主
し
た
と
と

や
則
一師、
八
月
七
道
観
察
使
の
解
に
よ
り、
諸
国
司
が
官
符
そ
諸
郡
に
施
行
宇
る
際
に
は、
た
ど
そ
の
時
の
官
符
の
み
を
伝
達
？
る、た
け
で
な

く
し
前
後
の
詔
旨
格
符
を
彼
此
参
照
し
て
庶
民
の
理
解
し
よ
い
よ
う
に
し
て
告
示
、せ
し
め
る
と

主干と
し
た

議
院
出
時
計
一一

篇…
元

空と、
観
察

使
の
奏一寸一日
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
た
と
之
は
少
く
泣
か
っ
た。
十一
月
ご
日
不
三
得
七
の
法
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
た
わ

叩一民
間

来
年、
ご

年
五
月
七
道
諸
国
に
桑
漆
の
殖
樹
を
励
行
し
た
り
聞
位

一山首
位
年、
諸
国
書
生
に
豆
税
を
借
貸
す
る
例
を
立
て
た
り

詔

一語
嘉一
回、
畿
内

国
司
は
公
癖
の
潤、
営
聞
の
利
を
蒙
る

故に
事
力
を
給
す
る
と
主
を
停
め
て
公
用
の
支
障
を
省
く
一一
μ
一訟
開
院
年
左
左、
何
れ
も
観
察
伎
の

観
察
の
結
果
に
基
い
だ
も
の
で
あ
っ
た。
一＝口
は
ば、
観
察
使
の
活
躍
は
か
な
り
目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
主
言
ひ
得
る。

然
る
に
と
の
観
察
使
は、
平
城
天
皇
の
遜
位
と
と
も
に
廃
せ
ら
れ、
再
び
参
議
の
号
が
復
活
さ
れ
た
G

平
城
天
皇
は、’
大
同
四
年
四
月
ご
十

五
日
位
を
皇
太
弟
（

嵯
峨
天
皇）
に
ゆ
手
り、
上
皇
と
左
ら
れ
た。
嵯
峨
天
皇
は、
即
位
早
々
勅
し
て、
「
去
る
大
同
元
年
六
月
十
日
始
め
て

「
奉

議
」

制
の
成
立

+· 



「
ま

議
」

制

。

成

立

四

諸
道
観
察
を
置
く、

寄
深
く
俗
を
庇
ひ、

任
重
く
撲
を
求
む。

故
に
ご
年
四
月
十
六
日
食
封
各
ご
百一
戸
を
賜
ふ。
頃
年
諸
国
損
弊、
百
姓
困
乏

し
て、

今
支
度
公
用
頗
る
欠
少
す。
宜
し
く
暫
く
返
納
し
て、
外
住
を
兼
ね
し
め、

彼
の
公
癖
を
以
℃
此
の
食
封
に
代
ふ
ぺ
し
」
日
持
yp」
て、

も
盟
即
同
開一

観
察
使
を
巡
察
使
の
加
く
外
官
の
来
任
に
委
せ
よ
う
？と
す
る
企
て
が
う
か
が
わ
れ
る
が、

翌
大
同
五
年
（
弘
仁
元
年）
六
月、

平
城
太
上
天
皇

詔
し
て、

「
去
る
大
同
元
年、
十
六
条
を
行
は
ん
が
た
め
に
観
察
使
を
置
き、

各
一
道
を
委
ね
た
る
も、
委
譲
の
寄
は、

望
重
く
守
大、

住
帰

し
て
責
成
る。

職
は
虚
設
に
非
ホJ
Q

H疋
を
以
て
之
を
廃
置
す一
五
々
。
宜
し
く
観
察
使
を
罷
め
て、
参
議
の
号
を
復
す
ぺ
し。
卦
邑
の
制
も
亦
旧

数
に
よ
れ
」
主
τ

綜一、

観
察
使
を
や
め
て
参
議
の
旧
に
復
し
た
の
で
あ
る。
と
L
に
注
目
す
べ
き
は、

前
劫
で
改
廃
さ
れ
た
封
邑
の
制
を
旧

に
復
し
た
と
よ」
で、

後
詔
が
前
勅
の
否
定
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り、
外
任
に
う
つ
さ
れ
よ
う
、と
し
た
観
察
使
宮
内
官
に
工」
ど
め
よ
う
7C
す
る

と
之
が
う
か
が
わ
れ
る。

史
に
前
勅
は
新
帝
に
出
で
後
詔
が
太
上
天
皇
に
出
で
℃
ゐ
る
と
主
も
見
逃
し
得
ぎ
る
7P」

と
ろ
で
あ
る。
既
に
述
べ
た

如
く、

観
察
使
の
効
果
は
か
な
り
上
っ
て
ゐ
た
に
拘
は
ら
ホ
僅
か
五
年
に
し
て
廃
止
さ
れ
て
参
議
制
に
復
っ
た
と
TC

は、

太
上
天
皇
が
政
務
に

関
す
る
詔
宮
発
す
る
と
と
IC

共
に、

当
時
の
政
界
の
異
常
さ
を
暗
示
し
て
ゐ
る。
観
察
使
が
平
城
天
皇
の
即
位
に
始
ま
っ
て
そ
の
遜
位
に
終
つ

た
と
と
は、
そ
の
即
位
の
初
め、
万
機
を
親
し
く
し
て
刻
己
精
励、
法
令
厳
整、

群
臣
粛
然
と
い
わ
れ、

後、

藤
原
薬
子
を
愛
し、
葉
子
ι
そ

の
兄
仲
成
が
権
を
弄
し
て
上
皇
の
重
一砕
を
は
か
り、
犬
同．
九
年
ハ
弘
仁一元
年
V

九
月
命
を
矯
め
て
平
城
に
遷
都
せ
ん
よ」
し
て
い
わ
ゆ
る
菜
子
の
乱

を
起
し
た
平
城
天
皇
の
政
治
生
活
主、

密
接
友
関
係
が
あ
る
と
7と

は
否
定
で
き
な
い。
六
月
十
日
参
議
制
が
復
さ
れ
た
当
時
の
観
察
使
は、

藤

原
縄
主
・
藤
原
緒
嗣
・
藤
原
仲
成
・
藤
原
真
夏
・
菅
野
真
道
・
吉
備
泉
・
紀
広
浜
・
多
入
鹿
の
八
人
で
あ
っ
た。
と
の
中、

九
月
の
葉
子
の
乱

に
関
係
し
た
も
の
は、

藤
原
仲
成
・
藤
原
真
夏
・
多
入
鹿
で
あ
り、

藤
原
縄
主
は
葉
子
の
夫
で
あ
旬。。
平
妓
上
皇
が、

外
官
に
う
つ
さ
れ
ん
vと

し
た
観
察
使
堂
内
官
た
ら
し
む
べ
く
参
議
の
旧
に
復
さ
れ
た
所
以
が
う
か
が
は
れ
る。
結
局、

時
の
権
勢
藤
原
仲
成、

或
は
藤
原
薬
子
が
太
政

官
に
自
己
政
権
を
結
集
す
る
た
め
に
参
議
制
を
復
活
し
た
も
の
主
考
へ
ら
れ
る。
奈
良
時
代
の
卓会
議
主
共
通
し
た
性
格
を
も
っ
て
復
活
さ
れ
た

の
で
あ
る。
た
y
奈
良
時
代
の
参
議
は
定
員
に
つ
い
て
の
考
慮
は
な
か
っ
た
が、

復
活
し
た
参
議
は、

畿
内
七
道
各
一
人
計
八
人
の
観
察
使
を
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改
め
た
と
こ
ろ
か
ら 、

な
っ
た 。

八
人
が
あ
た
か
も
定
数
の
如
く
な
り 、
畿
内
七
道
と
は
全
然
無
関
係
と
な
っ
た
後
に
も 、
八
鹿
と
称
せ
ら

れ
る
や
う
に

太
政
大
臣
の
職
掌
が
法
家
に
諮
問
さ
れ
そ
の
明
確
化
が
試
み
ら

れ
た
元
慶
の
頃 、
参
議
に
つ
い
て
も 、
参
議
の
官
を
以
て
職
事
官
主
泣
き
ん

と
と
が 、
式
部
省
に
よ
っ
て
奏
請
さ
れ
て
ゐ
る 。
時
に
式
部
少
輔
で
あ
っ
た
菅
原
道
真
は 、
奏
丈
を
草
じ
た
が 、
そ
の
中
で 、
「
右
伏
見 、
今

之
参
議 、
古
之
観
察
使
也 、
考
椋
無
法 、
官
位
不
明」
「
格
式
未
立
考
椋
馬
料
之
法 、
官
猶
無
相
当
行
守
之
文」
の
故
を
以
て・ 、
職
事
に
非
ホJ

主
の
論
が
あ
る
が 、
大
宝
二
年
以
来
の
例
を
ふ
る
に 、
「
所
食
者
職
事
之
封 、
所
載
者
除
日
之
簿ド一
で
あ
る
か
ら 、

之
を
職
事
主

号
し
て
も
そ

の
根
拠
ば
少
く
な
い 、
職
事
に
非
歩
主一士一口
へ
ば
却
つ
τ
抵
触
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら 、
官
位
考
椋
等
宇一
定
め
て 、
永
く

職
事
の
官
主
し
た
い

V・P－｝

の
ぺ
て
ゐ
る

一誠
一一
時一

蒜

諒一
慶。

ま
た
寛
平
ご
年
五
月
廿
八
日
の
御
記
に 、
「
就
一識的延
問
太
政
大
臣（

一時
限）

日 、

室誠

一皮革 、

共
職
如

何 、
大
臣
答
云 、
為
政
大
夫 、
然
則
諸
国
長
官 、
有
聴
共
行
者 、
具
以
奏
之」
主
見
え
る

特
4
詰
問
一時
組。

と
れ
ら
の
史
料
は
参
議
の
職
事

官
と
し
て
の
職
掌
を
明
確
化
し
よ
う
、と
す
る
努
力
の
あ
ら
は
れ
で
あ
り 、
太
政
大
臣
の
そ
れ
7C

時
期
を
ほ
ど

同
む
ぐ
し
て
ゐ
る
と
主
も
注
意
す

べ
き
で
あ
る
う

由説

誤開
輔
サ
棉

q

と
く
に
後
者
に 、
諸
国
長
官
の
行
関
す
る
者
あ
ら
ば 、
具
さ
に
以
て
奏
す
る
と
主
が 、
参
議
の
職
掌
、と
し

て一
尽
さ
れ
て
ゐ
ろ
と
？と
は 、
観
察
使
的
在
職
掌
危
な
ほ
存
し
て
ゐ
る
と
と
を
示
し
て
ゐ
る 。
参
議
に
対
す
る

地
方
制
度
観
察
の
任
は
最
初
か
ら

期
待
さ
れ
て
ゐ ．
た
も
の
の
如
く 、

既
に
天
平
三
年
始
め
て
正
官
と
し
℃
参
議
が
お
か
れ
た
TC

き
に
も 、
参
議
六
人
の
中
の
王
ご
人
を
除
い
て 、

参
議
業
式
部
卿
藤
原
字
合 ー

畿
内
副
惣
督

同

業
民
部
卿
多
治
比
県
守

山
陽
道
鎮
撫
使

業
兵
部
卿
藤
原
麻
呂

山
陰
道
鎮
撫
使

同、
乗
右
大
弁
大
伴
道
足

南
海
道
鎮
撫
使

主
な
っ
て 、
京
畿
の
治
安
主
国
郡
司
の
治
旗
の

検成誌
に
当
っ
た
の
で
あ
っ
て

棚 、
大
同
に

季識
を
以
て
観
察
使
主
し
た
の
も 、
単
な
る
偶
然
で

「
参

議
」

同

制

。

成

立

四

一一一一一←一 一一一一一一一一一←一一一一一一一一ー



「
参

議
」

制

の

成

立

四
四

は
左
い。

五

弘
仁
元
年
参
議
復
活
以
後
は、
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
太
政
官
中
の
章一
要
な
る
官
職
、，と
し
て
継
続
し
た。
し
か
も
そ
の
員
数
は、
大
中
納
言

が
時
に
は
十
数
人
の
多
き
に
な
っ
た
と
7と
が
あ
る
に
も
拘
は
ら
争、
参
議
の
み
拡
大
同
元
年
に
住
C
た
五
畿
七
道
の
観
察
使
八
人
が
そ
の
ま
L

定
員
と
左
句、
参
議
を一
名
八
座
主」
称
す
る
に
至
っ
た。
参
議
は
そ
の
名
の
示
す
如
く
太
政
官
の
E
官
に
非
争
し
て
太
政
官
の
政
を
委
譲
す
る‘

よ」
こ
ろ
が
で
た
も
の
で
あ
っ
て、
参
議
の同枯れ
名
を
宰
相
と
も
相
公
と
も
称
す
る
の
は、
清
原
秀
賢
の
職
原
抄
頭
注
の
説
に、

古
本
有
向
宰
相
三
字、
按、
異
朝
宰
相
当
日
本
三
公
也、
宰
相
但
歩一
議
異
名
也、
非
唐
名、
凡
参
議
於
禁
中
預
諸
政
者
如
三一
公、
雑
無
亙

官、
又
無
不
参
議、
故
世
人
称
宰
相
乎、

主
み
え
て
ゐ
る
如
く
で
あ
ろ
う。
三
公
主
拡
太
政
大
臣
左
右
大
臣
の
三
者
を
い
う。
即
ち
唐
名
7と

す
れ
ば
大
臣
に
相
当
す
る
3と

と
ろ
の
異
名
を

も
っ
と
と
ろ
陀、
参
議
の
政
治
的
地
位
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て、
あ
た
か
も
大
納
言
の
唐
名
を、
亜
相
主
も
亜
視
と
も
い
う
主
同
じ
で

あ
る。
前
陀
述
べ
た
如
く、
中
納
言
の
職
掌
も
「
ノ待
問
委
譲」
で
あ
り、
大
納
言
の
も、
「
参
議
天
下
庶
事」
で
あ
り、
而
し
て
と
の
参
議
正

三
者
併
せ
て
太
政
官
政
治
が、
そ
の
構
成
者
の
参
議
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
7と

い
う
構
造
を
表
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q

倭
訓
莱
に、
－
e「
も
主
参

議
一は、
天
下
の
政
を
ま
し

はり
は
か
る
な
れ
ば、
八
省
よ
り
以
上
大
納
言
ま
で
は
参
議
也」
7と
い
う
の
は

か斜
ん、
か
L
る
意
味
を
の
べ
た
も

の
で
あ
ろ
ら。
北
畠
親
房
の
職
原
抄
に
よ
れ
ば、
太
政
大
臣・
左
右
大
臣・
大
納
言・
中
納
言
及
び
参
議
己
上
そ
見
住
公
卿
主
号
す
7c
b
る。

公
卿
の
号
は
平
安
時
代
の
後
期
日
ら
盛
ん
に
用
い
ら
れ、
今
日
で
は
貴
族
階
級
の
代
名
詞
の
如
く
に
舟
い
ら
れ
て
ゐ
る
が、
と
れ
は、
「
公」

主
「
卿」
と
を
連
称
し
た
も
の
で
あ
り、
「
公」
は
摂
政
・
関
白・
太
政
大
臣・
左
右
大
臣
と
い
い、
「
卿」
は
散一
位
及
び
三
位
以
上
の
も

の
を
い
い、
四
位
の
も
の
で
も

歩尋問
に
住
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
卿
の
列

Zえ
る
と
同

書に
見
え
る。
こ
れ
に
よ
れ
ば、
一
位
は
散
位
で
も
卿
蹴



←
位
。
相
当
石田一
は

は
に
泊
へ
ら
れ
る
と
よ
ふが
特
筆
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
み
れ
ば、
散
ご
位
・

散
三
主
ご
位
は
左
右
大
臣 、
三
位
は

は
公
卿
の
列

か
ら
は

大
臣
の
み
で
あ

，
一

f
大
納
言
。
担
当
位
で
あ
るo
’

－
泊

除
外
さ
れ・
る
わ
け
に
な
る 。
「
公」
は
官
職
に
よ
っ
て
称
せ
ら
れ 、
「
卿」
は
位
階
に
よ
っ
て
称
せ
ら
れ
る
け
れ
E
も 、
四
位
と
難
も
「
参
議」

に
入
る
も
の
は
「
卿」
に
数
へ
ら
れ
る
主一一一一口
っ
て
ゐ
る
の
は 、
結
局
「
卿」
も

参
議
以
上
の
職
に
あ
る
も
の
そ
称
す
る
と
と
を
示
し
て
ゐ
る 。

も
之
も
と
「
卿」
は 、
令
制
で
は
八
省
の
長
官
を
称
し
た
の‘
で
あ
っ
て 、
さ
き
に
慶
雲
三
年
中
納
言
が
お
か
れ 、
今
ま
た
参
議
制
が
確
立
し
て

か
ら
後
は 、
令
制
で
は
太
政
官
の
左
右
弁
官
局
の
下
に
統
理
さ
れ
て
ゐ
た
八
省
の
長
官

個
性

一諸
当

た
る
「
卿」
も 、
多
く
は
参
議
或
は
中
納

言
又
は
大
納
言
が
兼
任
す
る
7C
と
ろ
か
ら
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
う 。

か
や
う

な
政
治
機
構
で
は 、
広
義
・

狭
義
を
兼
ね
て
の
「
参
議」
の
地

位
が 、
貴
族
政
権
成
立
の
重
要
注
場
、と
な
ら
ず
る
を
得
な
い
の
で
あ
る 。
（
昭
和
ご
十
六
・

九
・

ご
O
）

「
知

太

政

官

事

考」

補

遺

史
淵
第
四
十
四
輯
所
収
の
「
知
太
政
官
事」
考
けり
次
臼
り
前
に
次
の
一
節
を
加へ 、
日
以
下
を

倒・
国
と
改
む。

亡今

一
冗
来
太
政
大
臣
の
「
太
政」
は 、
天
下
の
政 、
或
は
天
皇
の
政
主
指
す一
言
葉
で 、
「
大
臣」
拡
「
巨」
を
代
表
し 、
兼
ね
て
太
政
の
輔
弼
者

と
し
て
最
高
の
政
治
担
当
者
た
る
の
性
格
を
も
づ
も
の
で
あ
る 。
「
知
太
政
官
事」
以
前
に
東
宮一
た
る
べ
き
性
格
を
併
せ
有
す
る
皇
子
が
大
店

主
な
っ
た
の
は 、
太
政
大
臣
の
有
す
る
後
者
の
性
格
が
特
に
意
識
せ
ら
れ
た
が
た
め
ぜ
あ
る 。
然
る
に
大
宝
令
制
定
後
に
お
い
て
は 、
既
に
a

’

 

「
知
太
政
官
事」
左
る
職
掌
が
案
出
せ
ら
れ
た
と
と

さ
ら
に
別
の
理
由
が
考
へ
ら

れ
る 。

tま

太
政
大
臣
と
は
な
ら
宇
に 、

新
た
に

一
に
は 、
従
来
考
へ
ら
れ
た
や
う
に 、
太
政
大
臣
の
職
能
が
余
り
に
重
大
ーと
さ
れ
た
と
主
の
外
に 、

た
如
く 、
皇
裁
の
太
政
大
臣
た
る
べ
さ
も
の
も 、

「
奉
議
」

制
。
成
立

四
五



「
訟

議
」

制

。

成

立

四

そ
れ
は 、
太
政
大
臣
の
も
つ
第一
の
性
格 、
即
ち
大
臣
の一一一口
葉
に
よ
っ
て一
訳
さ
れ
て
ゐ
る
「
巨」
の
最
高
代
表
者
で
あ
る
と
い
ラ

考
で
あ
るo
－

天
武
天
皇
以
来
と
く
に
関
心
を
ょ
せ
ら
れ
た
国
史
の
撰
修
が
す
L

む
に
つ
れ
て
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
、と
は 、
「
臣」
の
代
表
者
を
意
味

す
る
大
臣
に
は 、
皇
子
が
嘗
っ
て
一
度
も
就
任
し
た
と
予と
が
友
い
と
い
う
こ
7乙
で
あ
る。
と
の
と
？と
は 、
大
宝
令
施
符
後
間
も
な
く
区
下
で
あ

る
藤
原
不
比
等
に
対
し
て 、
屡
々
太
政
大
臣
た
る
べ
き
詔
が
下
さ
れ
た
と
い
は
れ
る
に
h
L

は
ら
争 、
親
王
諸
王
に
対
し
て
は 、
遂
に
一
度
も

太
政
大
臣
宣
下
の
例
を
み
な
か
づ
た
と
主

的銀
唯

一務
主

何
等
か
の

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か 。
か
う
し
た

歴史
的
回
顧
が 、
実
質

的
に
は
太
政
官
左
稔
知
す
べ
き
地
位
を
占
め
る
皇
視
の
職
能
に
対
し
て
「
知
太
政
官
事」
の
名
が
生
れ
る
一
の
理
由
主
左
っ
た
の
で
は
左
か
ろ

う
ho

但
し
天
平
七
年
十
月
知
太
政
官
事
舎
人
親
王
麗
ず
る
ぞ 、
大
政
大
臣
を
贈
る
と
続
日

本
紀
に
見
え
るo
と
り
と
と
は
上
述
臥
推
測
を
寄
定
す
る
ぞ
ろ
に
思

、
：

丈

は
れ
るo
然
し
大
鏡
裏
書
に
よ
れ
ば 、
贈
太
政
大
臣
七
人
事
‘と
し
て 、
右
大
臣
不
比
等 、
左
大
臣
武
智
麻
呂 、
参
議
房
前、
内
大
臣
良
継 、
奉
議
百
川、

内
舎
人
橘
清
友、
左
大
臣
冬
嗣、
中
納
言
長
良、
紀
伊
守
藤
原
総
継 、
式
部
卿
仲
野
親
王 、
内
大
臣
高
藤 、
左
大
臣
時
平 、
右
大
臣
菅
原
朝
臣 、
関
白
右
大
臣
道
兼

と
あ
り、
有
十
四
人
不
審
と
注
し
て
ゐ
て 、
舎
人
親
王
の
贈
太
政
大
臣
を
み
と
あ
ぬ
説
も
あ
る 。
然
し
続
日

本
和
三木
す
と
こ
ろ
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
史
料
も
な

か
註
校
建
コ
禁
罪w
dM

Jvth
E
b制
御

Rk
hm
湾
対
空

か
う
し
て 、
そ
の
名
称
の
上
で
は
「
巨」
主
紋
別
個

の 、
而
も
「
百
官」
を
稔
換
す
べ
き
職
能
を
有
す
る
も
の
之
し
て
こ
L
に
「
知
太
政
官
事」
を
案
出
し
た
主
み
主
め
る
と
、と
が
で
き
る
の
で
な

あ
る
ま
い
か 。
ま
た
「
知
太
政
官
事」
が
皇
親
の
職
名
、と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
所
以
も
と
L

に
あ
る
よ」
う

か
が
は
れ
る
J

元
来、
太
政
大
臣
に
し
て
も

知
太
政
官
事
に
し
て
も 、

天
皇
家
の
私
的
左
内
政
的
な
政
治
担
当
者
で
は
な
く
て 、
公

そ
の
名
の
示
す
如
く 、

的
危
天
下
国
家
の
政
治
の
最
高
責
任
者
た
る
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る 。
而
も

天
智
以
後 、
聖
武
天
皇
に
至
る
間
の
太
政
大
臣
に
し
て
も

知
太
政
官
事
に
し
て
も 、
そ
れ
が
皇
親
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
お
る
と
い
う
よ
り
も 、
皇
親
主
臣
下
7と
の
別
を
窓
識
し
て
案
出
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
う
7c

思
は
れ
る
と
主
は 、
今
と
L

に
見
た
如
く

で
あ
る 。
結
局
4

「
知
太
政
官
事」
は 、
天
皇
そ
最
高
に
い
た
ど
く
皇
親
↓

非
皇
親
↓

公

民
の
ヒ
エ一フ
ル
ヒ
I

の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
と
主
主
在
る 。
而
も
と
れ
が 、
ひ
ろ
い
意
味
の
皇
親 、
い
は
ば
天
皇
氏
の
氏
族
的
集
団
の
中
か
ら

え
ら
ば
れ
た
も
の
で
は
泣
く
て 、
天
皇一
家一
家
の
狭
少
左
ミ
ウ
チ
的
な
範
囲
か
ら
そ
の
担
当
者
が
出
て
ゐ
る
点
は 、
と
の
天
下
の
政
治
の
最
高

責
任
者
た
る
べ
き
公
的
た
る
太
政
大
臣
乃
至
知
太
政
官
事
註
し
て 、
著
し
く
私
的
な
ミ
ウ
チ
的
た
性
格
を
与
へ
る 。
乙
L

に
と
の
ミ
ウ
チ
的
な

会、

、

。

、λ



．
関
係

天 を
智示
天せ
皇ば

大
臣

天
武
天
皇

皇

太

子

大
友
皇
子
（
天
智
皇
子
）

草
壁
自主
子
（
天
武
第
ご
皇
子
）

梧

〔
聴

政

大
津
皇
子

天
武
第
一

皇
子
〕

持
続
天
皇
（
天
武
天
皇
々
后
）

太
政
大
臣

高
市
皇
子

天
武
第一
ニ
皇
子

文
武
天
皇
ハ
天
武
天
皇
々

孫）

天
武
第
九
白王
子

天
武
第
瓦
皇
子

知
太
政
官
事

刑
部
（
忍
壁）

親
王

知
太
政
官
事

穂
積
親
王

元
明
天
皇
（
文
武
天
皇
母

。

夫 、
武
天
皇
々
子
草
壁
皇
子
妃）

穂
積
親
王

一
冗
E
天
皇
（
天
武
天
皇
々

孫。

文
武
天
皇
の
姉）

知
太
政
官
事

舎
人
親
王

天
武
第
六
皇
子

知
太
政
官
事

聖
武
天
皇
（
天
武
天
皇
曾
孫）

知
太
政
官
事

舎
人
親
王

知
太
政
官
事

鈴
鹿
王
（
高
市
皇
子
王
子 。

天
武
天
皇
々
孫）

と
の
表
に
よ
っ
て
「
知
太
政
官
事
」
の
職
掌
が 、

如
何
に
天
武
天
皇
一

家
の

せ
ま
い
ミ
ウ
チ
的
友
関
係
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
ゐ
た
か
が
わ

か
ろ
う 。

而
も
と
の
時
期
に
完
成
し
た
律
令
制
度
は 、

客
観
的
に
は
法
治
的
政
治
制
度
で
あ
り 、

そ
と
に
は
家
閥
的
私
権
的
な
も
の
牧 、

そ
の

「
参

議
」

四
七

制

の

成



「
奉

議
」

制

の

成

立

四
I\ 

片
鱗
す
ら
う
か
が
う
と
？と
は
で
き
な
い。

最
も
ミ
ウ
チ
的
な
政
治
体
制
に
よ
っ
て
一
見
客
観
的
外
貌
を
呈
し
た
政
治
組
織
が
完
成
し、

そ
れ
が

実
施
さ
れ
た
と
と
は

お

諸

鶴一
綿
一一

一鉱
唯
一一
一問

一F
q
M
州

一環

諮
問

自
明、
一
見
矛
盾
し
た
現
象
で
あ
る。
と
の
矛
盾
を
敢
え
て
実
現

し
得
た
の
が
「
知
太
政
官
事
」
制
で
あ
る
主
も
い
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て、

し
か
も
と
の
矛
盾
を
一
身
に
休
し
た
と
の
政
治
的
性
格
と
そ、

国
の
歴
史
を
通
り
て
棋
強
く
見
ら
れ
る
と
と
る
の
特
質
で
あ
る。

曜泳

わ
泊三
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